
○行方市デマンド型コミュニティバス運行に関する条例施行規則 

平成22年３月24日 

規則第14号 

(趣旨) 

第１条 この規則は，行方市デマンド型コミュニティバス運行に関する条例(平成20年行方

市条例第22号。以下「条例」という。)の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

(利用対象者) 

第２条 行方市デマンド型コミュニティバス(以下「乗合タクシー」という。)を利用する

ことができる者は，本市に住所を有する者とする。ただし，第８条第１項第４号に規定

する介護を目的に同乗し減免を受ける者，市内に通勤し，又は通学する者及び行方市お

試し居住体験事業実施要綱(平成29年行方市告示第53号)第５条に規定する行方市お試し

住宅使用承認書の交付を受けた者にあっては，この限りでない。 

(平31規則６・令４規則13・一部改正) 

(運行範囲) 

第３条 乗合タクシーの運行範囲は，本市の区域内とする。 

(運行時間等) 

第４条 乗合タクシーの運行時間は午前８時から午後５時までとし，運行時刻は市長が別

に定める。ただし，市長が必要と認めるときは，運行時間又は運行時刻を変更すること

ができる。 

(利用手続等) 

第５条 乗合タクシーを利用しようとする者は，あらかじめ行方市乗合タクシー利用登録

票(様式第１号)を市長に届け出なければならない。登録された内容を変更するときも同

様とする。ただし，第７条第１項第４号に規定する介護を目的に同乗し減免を受ける者

にあっては，様式第３号により介護人同乗利用申請をすることで登録に替えることがで

きる。 

２ 市長は，前項の規定による届出があったときは，行方市乗合タクシー登録証(様式第２

号。以下「登録証」という。)を交付するものとする。 

３ 登録証の交付を受けた者(以下「利用者」という。)が，乗合タクシーを利用しようと

するときは，電話その他の方法により予約センターに利用の予約を申し込まなければな

らない。 

４ 前項の予約申込時間は，午前８時から午後４時までとする。 



５ 利用者は，乗合タクシーの利用に際し，乗合タクシーの運転手(以下「運転手」とい

う。)に登録証の提示を求められたときは，これを提示しなければならない。 

(平31規則６・令３規則22・令６規則22・一部改正) 

(利用登録の解除) 

第６条 市長は，利用者が次に掲げる行為をしたときは，その利用者の登録を解除するも

のとし，行方市乗合タクシー利用登録解除通知書(様式第４号)により通知するものとす

る。 

(1) 偽りその他不正な手段による乗車，又は無賃乗車 

(2) 悪質な予約の取消し及び変更 

(3) 条例第５条に該当する行為 

(4) その他利用登録しておくことが適当でないと認められる行為 

(令６規則22・追加) 

(利用券) 

第７条 条例第４条に規定する料金の負担は，あらかじめ別表に定める利用券を購入する

ことにより行うものとする。 

２ 利用者は，乗車１回につき当該料金分の利用券を運転手に渡さなければならない。 

３ 利用券は，市長が別に定める場所で販売する。 

(令３規則22・一部改正，令６規則22・旧第６条繰下・一部改正) 

(料金の減免) 

第８条 条例第４条ただし書の規定による料金の減免の対象者及び減免後の料金は，次に

掲げるとおりとする。 

(1) ３歳児未満の者は，無料とする。 

(2) 小児（小学生以下の者）及び学校教育法(昭和22年法律第22号)第18条に規定する学

齢生徒（中学生以下の者）は，200円とする。ただし，同法第４章に規定する小学校及

び同法第５章に規定する中学校に通学する者で，通学に乗合タクシーの利用が必要と

市長が認めたものは，100円とする。 

(3) 身体障害者福祉法(昭和24年法律第283号)第15条第４項の規定により身体障害者手

帳の交付を受けている者，精神保健及び精神障害者福祉に関する法律(昭和25年法律第

123号)第45条第２項の規定により精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者，療

育手帳制度要綱(昭和48年９月27日厚生省発児第156号厚生事務次官通知)に基づく療育

手帳の交付を受けている者及び介護保険法(平成９年法律第123号)の規定により要介護



又は要支援の認定を受けている者は，200円とする。 

(4) 前号に掲げる者の利用に際し，その者の介護人が介護のために同乗するときは，

300円とする。ただし，減免の対象者は１人とする。 

(5) 生活保護法(昭和25年法律第144号)に規定する扶助を受けている者は，200円とす

る。 

(6) 行方市営路線バスの１日乗車券又は定期乗車券を有する者は，無料とする。 

２ 前項の減免を受けようとする者は，利用券の購入に際し，その資格を証するもの(以下

「手帳等」という。)を提示しなければならない。 

３ 第１項の減免を受けている者は，乗合タクシーの利用に際し，運転手に手帳等の提示

を求められたときは，これを提示しなければならない。 

４ 市長は，偽り又は不正の行為により第１項の減免を受けた者があったときは，その者

から当該減免に係る料金の全部又は一部を一時に徴収することができる。 

(令２規則２・令３規則22・令４規則13・一部改正，令６規則22・旧第７条繰下・

一部改正) 

(その他) 

第９条 この規則に定めるもののほか，必要な事項は，市長が別に定める。 

(令６規則22・旧第８条繰下) 

附 則 

この規則は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則(平成31年規則第６号) 

この規則は，公布の日から施行する。 

附 則(令和２年規則第２号) 

この規則は，令和２年４月１日から施行する。 

附 則(令和３年規則第22号) 

この規則は，公布の日から施行する。 

附 則(令和４年規則第13号) 

この規則は，公布の日から施行する。 

附 則(令和６年規則第22号) 

この規則は，公布の日から施行する。 

 

 



別表(第６条関係) 

種別 １枚当たりの券面額 形状及び販売金額 

利用券 500円 単券 500円 

６枚綴券 2,500円 

12枚綴券 5,000円 

300円 単券 300円 

６枚綴券 1,500円 

12枚綴券 3,000円 

200円 単券 200円 

６枚綴券 1,000円 

12枚綴券 2,000円 

利用券(通学用) 100円 20枚綴券 2,000円 

様式第１号(第５条関係) 

(令４規則13・全改) 

様式第２号(第５条関係) 

様式第３号(第５条関係) 

(平31規則６・追加) 

様式第４号(第６条関係) 

(令６規則22・追加) 

 


